
運営推進会議 会議録 

事 業 所 名 小規模多機能型居宅介護事業所 牧島荘 

所 在 地 長崎市牧島町９－１ 

開 催 日 時 令和６年４月１７日 水曜日 １０：３０～１１：３０ 

開 催 場 所 介護老人福祉施設 牧島荘 フリースペース 

出 席 者 内 訳 利用者   １名     長崎市職員  １名 

知見者   ２名     事業所職員  ３名 

地域住民  １名     施設職員   ２名              

議 題 １． 活動報告 令和５年度振り返り 

２． 利用者状況・事故ヒヤリハット報告 令和６年１月～３月 

３． 感染状況報告 

４． 令和６年度活動計画・研修計画・個人目標 

配 布 資 料 １． 利用状況内訳 

２． 事故報告 

３． 感染状況報告 

４． 令和６年度活動計画 

５． 令和６年度研修計画 

６． 令和６年度個人目標 

活 動 報 告 ・活動の様子をスライドで報告。 

・季節に合わせた活動、貼り絵は今年度も継続していく。今まで計画して

いたドライブ等の外出支援は、長時間の移動に負担と感じる方が増えて

きたことから、今後は送迎を利用し個別に季節を感じていただく対応を

していく。 

・イベントは特養と一緒に大勢で楽しむことができ、併設事業所ならでは

だと思っている。 

・法人の考えが、職員が元気に笑顔で働ける職場環境を目指していること

から、職員向けの行事や趣味講座などの様々な活動がある。 

利 用 状 況 報 告 ・資料を基に説明。 

・ご夫婦で利用していたが、ご主人が入院。その後牧島荘の特養入所とな

るケースについて報告。 

 入所予定日に牧島荘特養でコロナ感染が流行。受け入れ時のリスク等を

検討した結果、当事業所で一旦受入れることに変更した。馴染みの環境

で、ご夫婦で過ごす時間を作ることができたことはとても良かった。 

事 故 報 告 ・資料を基に説明。 

 事故６件 

・車椅子からの転落のケースについて報告。 



感 染 状 況 報 告 ・資料を基に説明。 

・開所以来初めて感染症が発生し、今までの訓練を活かし対応した結果、

感染を広げることなく終息を迎えることができた。登録ご家族に感染状

況の報告し利用判断していただいた。休まず通常営業をした。 

活 動 計 画 

研 修 計 画 

個 人 目 標 

報 告 

・資料を基に説明。 

・活動は中庭を活用した内容を増やしていく予定。 

・研修は法人全体で実施していく。 

・個人目標は年度末に振り返り、次年度の目標を設定する。目標を定める

ことで、仕事への向き合い方、意識が高まり成長することができている。 

出席者からの評価 ・１年を振り返ってこんなに沢山のことをしてたんだとびっくりした。と

ても楽しく利用させてもらっている。 

・「職員が穏やかで幸せな気持ち」をコンセプトに掲げ取り組まれている

のが、いつも伝わってくる。人間だから常に優しくいることは難しいが、

少しでも維持するために法人が職員のことを考え実践している所は他

にはない。「自分たちが大事にされている」という思いを、ご利用者にも

反映していることが素晴らしい。 

・管理側と職員間がわだかまりなく良好だと感じる。 

・行事報告が会を重ねるごとに進化している。 

・個人目標を掲げ意識することで、ご利用者に向き合う姿勢や仕事のマン

ネリ化も防ぐことができる。大切なことだと思う。 

・ご家族交流会で「看取りについて」事例を伝えたと聞いて良いことだと

思った。 

要望、意見及び助言 ・様々な行事を考え、準備等大変だと思うので、無理はしないようにして

ください。 

・新人研修で何を伝えるかが重要。リスク管理についてしっかり伝えてお

かないとヒヤリハットから事故へ繋がっていく。いつでも聞ける、聞き

やすい環境を整えていってください。 

・事業所内研修において、みんなが平等にスキルアップできる機会となる

よう教える側になる職員が固定されないよう気がけて下さい。 

・事故発生について、その場から離れる時は誰かに引き継ぐのが基本だと

思います。ご利用者を一人にしないためにどうするかをしっかり考える

必要があります。他の職員に引き継ぐ時も、曖昧なお願いではなく、緊

急時の対応のように「〇〇さんお願い」と具体的に依頼しなければ、誰

かがやるだろうと責任の所在がはっきりせず事故に繋がっていくこと

になる。 

 

次 回 の 開 催 予 定 令和６年６月１１日 火曜日 １０：３０～１１：３０ 

介護老人福祉施設 牧島荘 フリースペース 



 


